
第１６回 熊本県高等学校英語ディベート大会 

 

期 日 令和２年１０月１０日（土） 

 

会 場 オンライン開催（本部：熊本高校）  

 

後 援 熊本県教育委員会 

 

出場者 １１３人（１２校・２２チーム） 

 

審査員  藤本 恵美（高校教育課）   濱 寛明（高校教育課） 

龍官 伸隆（熊本高校）    高木 志保（熊本高校） 

野添 雄太（第一高校）    坂田 壮史（第二高校） 

田中 かおり（玉名中学校）    川崎 征之（大津高校） 

芝 二郎（八代高校）          井元 裕介（水俣高校） 

吉田 美香（南稜高校） Chase Sutherland（高校教育課） 

John Holdaway（熊本高校） Mathew Mihelic（熊本高校） 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

順 位     第１位 熊本高校Ｂ（中鶴さん 福田さん 田中さん 李家さん 田中さん） 

  第２位  真和高校Ａ（木村さん 渡邉さん 西嶋さん 三浦さん） 

   第３位  尚絅高校Ａ（相場さん 佐伯さん 平川さん 清崎さん  堀内さん）  

   第４位  尚絅高校Ｂ（細川さん 野口さん 森さん 鶴さん 三谷さん 東田さん） 

 

ベストディベーター賞 門岡さん（濟々黌高校Ａ） 

            木村さん（濟々黌高校Ｂ）  

            福田さん（熊本高校Ｂ） 

            田中さん（熊本高校Ｂ） 

            竹下さん（水俣高校Ｂ） 

 

 コロナ禍の中で開催自体が危ぶまれましたが、多くの先生方、生徒の皆さんの協力のお

陰で無事に大会を行うことができました。ときにはインターネット回線の影響でスピーチ

が聞きづらかったり、発言が思うように伝わらなかったりしたケースもありましたが、画

面越しでも生徒の皆さんの熱気が伝わる素晴らしいディベートの連続でした。オンライン

でのディベートが今後いっそう熊本県で浸透していく契機となる大会になりました。 

                 

                

 


